
第 1 回定例会 一 般 質 問

中川　智之

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

防
災
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

防災リーダーのユニフォーム

問  

近
年
の
想
定
を
超
え
る
大
規
模

な
震
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
に
対
し

て
、
現
場
の
情
報
を
関
係
者
が
共
有

し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
「
基
盤
的
防
災
情

報
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
対
し
、

若
い
世
代
や
女
性
の
登
用
も
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、今
後
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
な
ど
、
ど
う
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
問
う
。

答  

県
と
県
内
市
町
は
、「
広
島
県
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
」
で
情
報
連
携
し
、
被
害

発
生
状
況
等
を
共
有
し
ま
す
。
大
規
模
災

害
時
は
、「
基
盤
的
防
災
情
報
流
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携

し
、
市
町
や
関
係
機
関
か
ら
の
災
害
関
連

情
報
を
集
約
・
発
信
す
る
こ
と
で
、
各
機

関
と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
防
災
活
動
全
般

で
、
市
と
地
域
住
民
の
懸
け
橋
と
な
り
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
の
一
翼

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
重
要
性
を
周
知
し
、
若
い
世

代
や
女
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

問  

乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
20
％

前
後
で
あ
り
、
早
期
発
見
の
た
め
自

身
の
触
診
で
し
こ
り
が
分
か
り
易
く

な
る
「
乳
が
ん
グ
ロ
ー
ブ
」
を
成
人

式
や
30
歳
の
誕
生
日
な
ど
で
市
内
の

女
性
に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答  「
乳
が
ん
グ
ロ
ー
ブ
」
の
配
布
だ
け

で
は
、
自
己
触
診
や
乳
が
ん
検
診
の
受
診

に
繋
が
り
ま
せ
ん
。
効
果
的
な
啓
発
の
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

中川　智之
●防災について
●乳がん検診について

山崎　年一
●「改正子どもの貧困対策法」について問う
●「放課後児童クラブの民間委託」について問う
●「地域医療構想」について問う

小中　真樹雄
●水道事業は公営維持が不可欠
●市営住宅における独居高齢者について

藤川　和弘
●阿多田島地区、乗船支援について

小田上　尚典
●消防団のこれからについて
●�マイナンバーカードの推進、マイナポータル等の
活用について

山本　孝三
●太陽光発電事業について
●水道事業の広域化・民営化について
●医療・介護保険制度の充実・負担軽減について

日域　究
●�行政はネウボラという「言葉」をもてあそばない
でほしい

●�嵐谷の立ち入り調査で気付いたことをお尋ねします
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市の考えを問う

山崎　年一

小中　真樹雄

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

民
間
委
託
を
問
う

水
道
事
業
は
公
営
維
持
が

不
可
欠
、
市
の
覚
悟
を
問
う

市
営
住
宅
の
独
居
高
齢
者
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
問
う

公
立
病
院
の
病
床
削
減
・
機
能
集
約
を みどり児童クラブ

大竹市の水がめ弥栄ダム

問  

本
年
二
月
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
を
、
来
年
４
月
か
ら
民
間
委
託

に
す
る
案
が
あ
っ
た
。
民
営
化
は

「
第
二
期
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
」

（
案
）
に
も
記
載
な
く
、「
大
竹
市
子

ど
も
、
子
育
て
会
議
」
で
も
議
論
さ

れ
て
い
な
い
。
民
営
化
は
保
護
者
や

支
援
員
の
理
解
が
必
要
と
考
え
る
。

提
案
の
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

答  

教
育
長　
児
童
と
保
護
者
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
つ
つ
、
よ
り
効
率
的
で
効

果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

運
営
を
続
け
る
た
め
に
は
、
民
間
活
力
の

導
入
が
有
効
な
運
営
手
法
と
考
え
、
他
市

町
の
事
例
等
を
研
究
し
、
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
委
託
の
検
討
を
進
め

て
い
く
中
で
、
保
護
者
や
支
援
員
に
は
、

機
会
を
捉
え
て
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
で
、

厚
労
省
が
求
め
た
の
は
、
病
床
数
や

診
療
体
制
の
見
直
し
で
公
立
・
公
的

病
院
を
対
象
に
削
減
は
問
題
が
あ
る
。

患
者
や
住
民
は
、
公
立
・
公
的
病
院

の
病
床
や
機
能
の
存
続
を
求
め
て
い

ま
す
。
公
立
・
民
間
病
院
を
含
め
た

公
平
・
公
正
な
病
床
削
減
や
機
能
集

約
が
必
要
と
考
え
る
が
対
応
を
問
う
。

答  

国
は
、
公
的
医
療
機
関
自
身
が

２
０
２
５
年
を
見
据
え
役
割
を
打
ち
出
し
、

地
域
医
療
圏
域
に
求
め
ら
れ
る
病
床
数
等

を
勘
案
し
た
再
検
証
を
求
め
て
い
ま
す
。

今
後
国
か
ら
対
応
方
針
等
が
改
め
て
通
知

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
で
民
間
病
院
の
診
療
デ
ー
タ
も
活

用
し
て
再
検
証
し
ま
す
。
こ
の
調
整
会
議

で
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
本
市
の
地

域
医
療
に
は
必
要
不
可
欠
な
医
療
機
関
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
主
張
し
ま
す
。

問  

改
正
水
道
法
の
施
行
に
よ
り
、

自
治
体
が
運
営
権
を
民
間
に
売
却
す

る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
の
導
入

が
可
能
と
な
り
、
民
営
化
へ
の
道
が
大

き
く
開
け
ま
し
た
。
広
島
県
で
は
、
広

域
連
携
で
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
低
廉
な
料
金
で
安

全
な
水
を
供
給
す
る
に
は
、
公
営
維
持

が
不
可
欠
で
す
。
市
の
覚
悟
を
伺
う
。

広
域
連
携
参
加
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

答  

本
市
で
は
、
現
在
、
水
道
事
業
の
経

営
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
公
営
を

基
本
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域

連
携
の
協
議
で
も
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

は
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
広
域
連
携
へ

の
参
加
は
、
現
在
策
定
中
の
経
営
戦
略
と

県
か
ら
示
さ
れ
る
広
域
連
携
し
た
場
合
の

効
果
な
ど
を
比
較
し
、
安
全
・
安
心
な
水

の
安
定
供
給
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営
な

ど
の
観
点
な
ど
か
ら
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問  

市
営
住
宅
入
居
に
際
し
、
連
帯

保
証
人
を
不
要
と
す
る
条
例
改
正
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
市
営
住
宅
の
独
居

高
齢
者
の
割
合
と
見
守
り
策
の
実
施

に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
独
居
高
齢

者
の
見
守
り
で
企
業
な
ど
と
の
連
携

は
、
そ
の
効
果
は
。

答  

市
営
住
宅
入
居
世
帯
の
約
32
％
は

独
居
高
齢
者
で
す
。
見
守
り
策
と
し
て
、

指
定
管
理
者
に
お
い
て
不
自
然
に
郵
便
物

が
溜
ま
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
本
人
連
絡
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。高
齢
者
等
の
見
守
り
の
推
進
の
た
め
、

６
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
協
定
先
の
拡
大

を
含
め
た
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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第 1 回定例会 一 般 質 問

藤川　和弘

小田上　尚典

阿
多
田
地
区
、乗

船
支
援
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
消
防
団
員
確
保

処
遇
改
善
に
む
け
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
推
進

マ
イ
ナ
ー
ポ
ー
タ
ル
の
活
用

阿多田フェリー

問  

令
和
３
年
度
に
再
編
交
付
金
が

終
了
と
な
り
ま
す
が
、
新
た
な
交
付

金
制
度
の
創
設
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
次
に
、

あ
た
た
か
あ
た
た
基
金
を
も
と
に
、

阿
多
田
島
の
島
民
に
対
す
る
フ
ェ

リ
ー
代
の
助
成
制
度
が
あ
る
が
、
約

１
５
０
名
の
島
民
が
助
成
の
対
象
外

で
す
。
未
就
学
児
童
は
助
成
の
対
象

外
で
あ
り
、
無
料
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
お
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
助
成
制
度
に
は
高
齢
者
移

動
支
援
事
業
が
あ
り
、
70
歳
以
上
の

島
民
を
対
象
に
利
用
券
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
約
半
数
し
か

利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
券
の
有

効
活
用
で
き
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
お

考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答  

再
編
交
付
金
は
令
和
３
年
度
で
終

了
し
ま
す
が
、
基
地
が
あ
る
以
上
は
騒
音

や
安
心
・
安
全
へ
の
懸
念
は
払
拭
さ
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
意
味
で
新
た
な
支
援
策
は
当

然
に
必
要
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も

国
に
要
望
し
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
安

心
・
安
全
の
確
保
、
市
域
の
活
性
化
の
た

め
、
恒
久
的
で
自
治
体
の
裁
量
が
、
よ
り

発
揮
し
や
す
い
制
度
と
し
て
支
援
が
得
ら

れ
る
よ
う
、強
い
決
意
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
未
就
学
児
の
フ
ェ
リ
ー
代
は
、
同
乗
す

る
大
人
が
１
人
の
場
合
、
２
人
目
か
ら
有

料
で
す
。
財
源
や
制
度
の
持
続
性
な
ど
の

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
事
業
と
同
様

の
助
成
が
可
能
で
あ
る
か
研
究
し
ま
す
。

　
高
齢
者
移
動
支
援
事
業
の
使
用
枚
数
割

合
は
約
65
％
で
す
。
有
効
活
用
策
は
利
用

実
態
な
ど
を
考
慮
し
て
検
討
し
ま
す
が
、

島
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
に
基
づ
い
て

年
齢
・
枚
数
を
設
定
し
た
経
緯
も
あ
り
、

新
た
な
財
源
が
な
い
限
り
、
基
準
の
見
直

し
は
慎
重
に
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問  

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
が
危
惧
さ
れ
る
中
で
地
域
防

災
力
の
中
核
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
消
防
団
の
役
割
は
多
様
化
、
増
加

す
る
ば
か
り
で
す
。
定
年
延
長
に
頼

ら
な
い
消
防
団
員
の
確
保
の
方
法
や

団
活
動
の
補
助
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答  

団
員
確
保
の
た
め
、
退
職
報
償
金
利

用
弁
済
額
の
引
上
げ
な
ど
の
処
遇
改
善
や

装
備
品
、
消
防
車
両
の
整
備
な
ど
安
心
し

て
活
動
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
活
動
費
は
団
本
部
等
の
要
望
を
取
り
入

れ
、
優
先
度
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
資

機
材
等
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
団
員
が

活
動
費
の
一
部
を
負
担
さ
れ
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
実
態
を
調
査
し
、
対
応
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
柔
軟

な
運
営
が
で
き
る
仕
組
を
研
究
し
ま
す
。

問  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し

た
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
が
迫
る
中
、

本
市
に
お
い
て
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
推
進
や
住
民
票
な
ど

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
子
育
て
世
代
を

始
め
と
す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
活
用

の
現
状
や
今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答  

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
は
難
し
い
で

す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
の
取
組
と
し
て
、
令
和
２
年
２
月
か
ら

申
請
用
写
真
の
撮
影
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
必
要
な
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
の
設
定
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
上
の「
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
」
に
、
子
育
て
等
に
関
す
る
15
種
類

の
申
請
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
一
部
の
申

請
は
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
電
子
申
請
が
可

能
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。
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市の考えを問う

山本　孝三

日域　究

太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て

ネ
ウ
ボ
ラ
で
何
を
変
え
る

嵐
谷
の
立
ち
入
り
調
査

水
道
事
業
の
広
域
化
・

民
営
化
に
つ
い
て

医
療
・
介
護
保
険
料

負
担
軽
減
に
つ
い
て

先行する海田町の文書より

問  

谷
和
地
域
で
の
大
規
模
発
電
は

「
適
地
」
だ
と
判
断
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
谷
和
は
勿
論
、
市
民
も
水
の
汚
染
・

河
川
災
害
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

絶
滅
を
心
配
し
阻
止
を
求
め
て
い
ま
す
。

答  

谷
和
地
区
の
林
地
開
発
は
、
広
島
県

で
の
審
査
・
指
導
を
経
て
、
14
項
目
の
条
件

を
付
し
て
許
可
さ
れ
た
も
の
で
す
。
事
業
者

に
お
い
て
、
許
可
の
内
容
ど
お
り
に
開
発
行

為
が
実
施
さ
れ
、
県
の
指
導
及
び
監
督
が

適
切
に
行
わ
れ
、
当
然
、
本
市
の
意
見
も
誠

実
に
履
行
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
市
が
運

営
す
る
水
道
事
業
を
企
業
に
「
運
営

権
」
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
広
域
化・民
営
化
に
「
同

意
せ
ず
」
の
意
思
を
示
す
べ
き
で
す
。

答  

広
域
連
携
に
関
す
る
県
の
案
は
、
経

営
組
織
の
一
元
化
を
目
指
し
、
参
加
市
町
と

令
和
３
年
度
に
基
本
協
定
の
締
結
、
令
和
４

年
度
に
企
業
団
を
設
立
し
、
令
和
５
年
度
の

事
業
開
始
を
目
指
す
も
の
で
す
。
現
時
点
で

は
、
合
意
に
至
っ
た
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
域
化
へ
の
参
加
は
協
議
会
で
の
議
論
を

ふ
ま
え
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問  
政
府
は
社
会
保
障
の
見
直
し
で

市
へ
の
圧
力
を
強
め
て
い
ま
す
。
保

険
料
の
負
担
能
力
に
応
じ
累
進
性
の

導
入
、
国
保
料
の
均
等
割
を
段
階
的

に
廃
止
す
べ
き
で
す
。

答  

県
内
市
町
が
、
統
一
的
な
保
険
料

を
目
指
す
中
、
独
自
の
軽
減
策
は
、
広
域

化
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
と
考
え
ま
す
。
県

と
市
町
が
連
携
し
、
公
平
で
、
持
続
可
能

な
運
営
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

問  

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
子
育
て
支
援
の
仕
組
み
の
よ
う
で

す
が
、
日
本
で
も
妊
娠
す
れ
ば
母
子

手
帳
を
発
行
、
妊
婦
健
診
で
の
公
費

支
援
も
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
よ
く
出

来
て
い
ま
す
。
ネ
ウ
ボ
ラ
で
ど
こ
を

ど
の
よ
う
に
変
え
た
い
の
で
す
か
。

答  

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
か
か
り
つ

け
の
保
健
師
が
一
貫
し
て
子
育
て
家
庭
を

支
援
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
ま
す
。
日

本
は
同
じ
仕
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
を
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
体
制
整
備
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
調
整
役

と
し
て
配
置
し
、
所
掌
す
る
分
野
を
越
え

て
緊
密
に
連
携
、
情
報
共
有
し
、
母
子
保

健
と
子
育
て
支
援
が
一
体
と
な
っ
た
円
滑

な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

問  

市
議
会
で
大
野
の
嵐
谷
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

嵐
谷
は
廿
日
市
市
の
林
地
開
発
許
可

を
取
り
工
事
着
手
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
と
異
な
る
施
工
が
発
覚
し
廿
日
市

市
が
停
止
さ
せ
ま
し
た
。
当
初
の
設

計
と
実
際
の
施
工
が
ど
う
違
っ
た
の

か
、
そ
れ
を
い
つ
把
握
し
た
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

答  

廿
日
市
市
か
ら
は
、「
平
成
29
年
７

月
に
調
整
池
の
形
状
、
切
土
や
盛
土
の
土

工
事
等
の
施
工
に
お
い
て
相
違
点
を
把
握

し
た
」
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
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